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知事選政策にかかわる資料  
 

＜全体＞ 

  兵庫県民のくらしは全国で何番目？    

  ２２年  ２４年 

1 財政力指数 １２  １０ 

2 勤労世帯の実収入（２人以上世帯） ３６  ４４ 

3 勤労者世帯の消費支出（同上   ）  ３３  １７ 

4 県内就業者比率（対全就業者） ４１  ４３ 

5 老人福祉費（６５歳以上  一人あたり  県市町計） ３２  ２４ 

6 介護老人福祉施設数（６５歳以上人口あたり  県市町計） ４１  ４１ 

7 老人ホーム数（６５歳以上  人口あたり ４４  ３９ 

8 児童福祉費（１７歳以上  一人あたり  県市町計） ３２  ３２ 

9 認定こども園（０～５歳  人口あたり） １３  １９ 

10 教育費（一人あたり  県市町計） ４１  ４１ 

11 高校数（１５～１７歳  人口あたり） ４１  ３８ 

12 中学校数（１２～１４歳  同上） ４１  ４１ 

13 小学校数（６～１１歳  同上） ４０  ３９ 

14 高校生徒数（教員一人あたり  その数の少ない順位） ３６  ３４ 

15 中学校生徒数（  同上      同上  ） ３９  ３９ 

16 小学校児童数（  同上      同上  ） ３８  ３８ 

17 図書館数（人口あたり） ４３  ４３ 

18 一般病院数（同上） ２７  ２６ 

19 救急自動車数（同上） ４１  ４１ 

20 消防吏員数（同上） ４４  ４３ 

21 災害復旧費（一人あたり  県市町計） ２９  ３７ 

     

 
＊総務省「統計で見る都道府県のすがた  ２０２２・２０２４」から作成  

＊いずれもその年の２月のデータ  したがって２２年は井戸知事作成最後の２１年度予算   

２４年は齋藤知事作成２回目の２３年度予算  
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公契約条例は地域経済の活性化のため 
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中小企業支援を強め、地域経済を守る 
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中小企業活性化政策の趣旨  
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国民保険料・介護保険料について 
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子どもの医療費無償化を県制度へ 
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県内自治体独自支援は１４自治体 

高齢者補聴器購入補助を県制度に！ 
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地域の医療提供体制を充実させます 

病床削減一辺倒でなく 
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保健所の半減によりコロナ対応に大きな支障  

保健所は人口１０万人あたり一カ所を基本します。 
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高校統廃合について  

現在進められている高校の統廃合計画は撤回します。 
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給食費無償化を県制度で 

一般会計の０．６％で、県下の小中学校の給食費を無償にできます。 
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学校の全教室(特別教室も含む)、体育館にエアコンを設置 

エアコン設置で子どもたちのいのちを守ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



23 
 

気候危機打開へ 
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不要不急の高速道路はやめます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


